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第７回田辺市森づくり構想策定等委員会 現地調査記録 

日  時 令和３年７月 14日（水）午後１時 30分～午後４時 00分 

場  所 奈良県下北山村浦向２４－１「SHIMOKITAYAMA BIYORI」ほか 

委  員 ３名  ※欠席者なし 

そ の 他 

出 席 者 

奈良県下北山村職員        １名 

地域おこし協力隊員（自伐型林業） １名 

現場育成指導員          ２名 

傍  聴 現地調査のため、傍聴の受付なし 

内  容 
１．現地調査 （自伐型林業） 

２．第８回委員会の日程について 

 

１．現地調査 

奈良県下北山村浦向のコワーキング施設「SHIMOKITAYAMA BIYORI」の会議スペースにて、下

北山村の職員より、自伐型林業の取組内容等について説明を受ける。 

 

（１）自伐型林業の取組状況や支援内容等 

下北山村では、平成 28年度より地域おこし協力隊制度を活用し、村外から地域への移住者

の獲得に取り組むとともに、自伐型林業者を集落森林管理の担い手として育成している。 

森林・林業関係の仕事をやりたい人として地域おこし協力隊の募集を行い、現在、村では

４人の協力隊員がいて、集約化などのプラン作りを行う森林施業プランナーとして１人、担

い手として２人、もう１人は木工加工、製品のＰＲなどを中心に従事しているとの事であっ

た。 

昨年度は、下北山村佐田地区などで地域おこし協力隊が森林管理や作業道の開設を実施し、

その作業道開設にあたってのコスト検証や課題等について具体的に説明していただいた。 

作業道の開設は、地域おこし協力隊員が行っているため、人件費などは特別交付税により

捻出されているが、その経費等について、実際同様の作業道を開設した場合は、機械経費の

負担や土留め等に用いる小丸太など資材費負担も発生し、また木材の売上価格も低いため、

既存の補助金制度を活用したとしても、コスト的には厳しい現状であるとの事であった。 

また自伐型林業研修として、チェーンソー講習、伐倒や道づくりの講習等を毎年実施され

ていて、実践的なスキルアップのほかに、そこに山主なども見学に参加され、担い手である

自伐型林業者との交流の場ともなり、それぞれの関係性を築く良い機会となっているとの事

であった。 

森林環境譲与税の使途として、下北山村では現在人材育成における支援策について検討さ

れており、自伐型林業は低コストで参入障壁が低いとはいえ、個人でバックホー等重機を購

入するとなると、やはりハードルが高いため、村で重機を揃えレンタルするといったシステ
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ムを検討しているとの事であった。 

また作業道については、自伐型林業者が整備するが、そこからつながる林道との取付部分

の改良などのインフラ整備の支援や、さらに林業者は労災保険の加入金なども高く、個人で

の加入は負担となっているため、その支援策等を検討しているとの事であった。 

 

（２）地域おこし協力隊員等との意見交換 

・自伐型林業の魅力は自分で経営できる事。自分自身でプランを考え、山主に説明し、自ら

の手で森づくりしていけるというのが魅力。そういう森林管理経営できる人が、もっと地

域で育ち、地域に根付いていって欲しい。 

・この地域は、昔からチームで行う架線集材がメインで、皆伐し再造林をしていく。それを

事業継承していくのは理想である。しかし村内に架線業者もなくなり、今はまず小規模で

もできる林業者を育てるというのが一つの道であると考えている。 

・自伐型林業に携わろうと思ったのは、以前は山梨県の林業会社に２年ほど勤めていたが、

そこでは皆伐作業が中心であり、台風等による災害で手が付けられないようになった森林

を目の当たりにして、その時、環境保全を考慮して森林をもっと大切に育てていけるよう

な自伐型林業というやり方を知り、自伐型林業の育成に取り組まれている下北山村に移住

し、学びたいと思った。 

・平成 28年開始時に地域おこし協力隊員を迎えるにあたって、まず取り組んだのは、実践を

経験してもらうための山を準備するということで、村有林を活用し、また森林整備等に必

要な重機を準備した。 

・下北山村としては、今後地域おこし協力隊を活用して、100ha/２人で 300ha 道を付けると

して、自伐型林業者６人くらいを育成したいと考えている。 

 

（３）施業地の視察（下北山村佐田地区） 

佐田地区では、エリアを区分し施業案等を山主に説明して、昨年度から作業道の開設をし

ているとの事であった。その作業道開設には、地域おこし協力隊員が指導員による支援の下、

技術習得等のため単独で作業を進められている。 

森林整備等に必要な重機として村で用意されているグラップルに付け替え可能な特殊配管

付きバックホーを見せていただく。 

作業道については、本線は基本 2.5ｍ幅で、急峻な地形に適し柔らかい地質に強い奈良型作

業道により整備しているとの事であった。 

 

（４）製材所施設紹介 

最後に、下北山村がスカイウッド株式会社へ指定管理により運営を委託している下北山村

上桑原にある下北山製材所を紹介していただく。 

 

２．第８回委員会の内容及び日程調整について 

次回委員会について、令和３年８月 20 日（金）午後１時 30 分から開催することを確認し、

後日、詳細を文書にて案内することとした。 
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■ 奈良県下北山村 

｢SHIMOKITAYAMA BIYORI｣に

て自伐型林業の取組等紹介 
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下北山村佐田地区の 

作業現場等案内 
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製材所施設の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


